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1．背景・目的 各時代の状況の変化を分析するには有用である。 

3. 研究の対象 快適な都市生活を創出するために、さまざまな敷地

計画が行われている。本研究における敷地計画とは、

まとまった面積の区画整理計画や主要道路計画を指

す。これらは、計画対象地だけでなく、周辺の土地利

用や活動に影響を与えるものである。 

3.1 対象範囲 

 対象とするのは熊本

市の熊本交通センター

周辺である。対象範囲

は空間のまとまりを考

慮し、2 つの河川に囲

まれた範囲、及び熊本

交通センターの敷地周

縁から 500m 程度の範

囲である(図-1)。 

 市街地再開発事業の施工前後における周辺土地利

用構造の変化を調査した既往研究 1)では、敷地計画が

周辺地域の土地利用構造や都市活動の立地に影響を

与えていることを明らかにしている。また、都市施設

の立地特性を市街地再開発地区からの距離との関係

性から明らかにしている。 

一方で、市街地再開発事業などの敷地計画は、距離

に応じて周辺に影響するだけではなく、周辺地域を含

めた空間構造の変化に応じて生じる影響も強い。また、

その影響は一時的なものではなく、長期的に影響して

いると考える。 

これより、本研究ではスペースシンタックス理論

（以下 SS 理論と呼ぶ）を用いて客観的に空間構造を

分析する。また、実際の土地利用特性や人々の活動の

変化を記した文献調査を用いて、敷地計画が都市形成

に与えた影響を通時的に考察する。 

2. 研究の手法 

2.1 SS 理論 

 SS理論はUCLの Hillierらによって提唱された空間

構造解析の手法・理論である。また、構造把握と歩行

者分布に相関を見出した理論であるため、敷地計画に

よる影響の分析には有用である 2)。 

本研究では古地図を用いて SS 理論の軸線図分析を

行い、求められた統合値(Int.V)を、歩行者分布を把握

する指標として用いた。 

2.2 文献調査 

 文献調査では、新熊本市史、及び熊本市制百周年を

記念して出版された書籍 3)4)を用いる。これらは、敷

地計画の内容や施設分布等を把握するために近代か

ら現代までを一貫して調査することができるため、 

3.2 対象年代の選定 

 

まず、対象地の主な敷地計画に着目した。また、高

度経済成長も都市施設や人々の生活に大きな影響を

与えたため、抽出項目とした(図-2)。これより、7 つ

の期間に分類、それぞれの期間ごとに古地図を選出し

西暦(年号） 対象地の主な出来事

1857(安政4年）

1871（明治4）年 県庁設置、移転

1877（明治10）年 【西南の役】

1878（明治11）年 山崎練兵場設置(～1899年)

1880（明治13）年

1884（明治17）年 歩兵23連隊設置(～1923年）

1901（明治34）年 新市街土地造成開始

1910（明治43）年 軽便鉄道：県庁前－知足寺開通

1911（明治44）年 煙草専売局煙草工場設置(～1945年）

軽便鉄道：知足寺－宮内開通

1923（大正12）年 市役所庁舎開設

市営電車：第一期線開通式

1926（大正15）年

1928（昭和3）年
歩兵23連隊跡地整地
(市営電車：23跡地を横切る線に付替)

1929（昭和4）年 市営電車：第二期線開通祝賀式

1931（昭和6）年 組合による区画整理事業施行

1945（昭和20）年 【熊本大空襲・終戦】

1947（昭和22）年 戦災復興、第一地区開始

1948（昭和23）年 熊本県庁開設(～1967年）

1957（昭和32）年 (高度経済成長期)

1969（昭和44）年 交通センター開設

1998（平成10）年

第一期 
(～1877 年)

第二期 
(1878～1900 年) 

第三期 
(1901～1922 年)

第四期 
(1923～1927 年) 

第六期 
(1946～1957 年) 

第七期 
(1958 年～) 

図-2 地図の選定 
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図-1 対象範囲 
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